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え―、毎度馬鹿馬鹿 しい噺を一
壁 ||‐|‐

なTF2誉 [t量 浮I傷 電 :[1登 1奮 :兵 』舅lT拝 涯[:キ 11よ F換 [E分 抵ほ二[F:Et

はやっかいでして、色気の方はまあ十日やそこら我慢したところで命には差しつかえありませんが、

食い気の方はてえと、そう我慢できるもんでもございません。「腹が減っては戦さは出来ぬ」とも申

しまして、あっちの方の戦さも、腹が足 りてから、というのが世の常というものでございましょう。

L気をどうするかと申しますのが儲けの要点と言わ

にすが、色気の話はちょいと横に置いとくとしまし

ご、しばしお付き合いを…

牛飼いの熊さん、牛飼い仲間の寄り合いの帰 り道、首をひねりながら横丁の御隠居さんの

所へやって参ります。

「御免なさいよ―っ。御隠居、いなすたか,い っ、御隠居っ。」

「何だいいきなり大きな声|でもあたしゃまだ耳は遠 くなってないよ。普通の声でお話 し。」

「ああ、いなすたかい御隠居。いやね、いま牛飼い仲間の寄 り合いの帰 りなんですがね、

その寄 り合いの話ん中で牛の物食いの1良し悪しの話||なうたんだけど、どうもあっしにゃビ

:ドデ:デイ[嘉虜ポ}■
|||

「うん、そうかね。お―い、花ちゃん、お茶。」 |‐ |
「すいません、お茶菓子でもあると話に身が入る～す|けど。」
「しょうがないね、そんなことは客から言い出すも,.しゃないよ。花ちゃん、頂き物の羊

かんがあったろう、切ってお出し。…え、いかほど:||まあぃぃからあるだけ出しておあげ。」
「ヘヘヘ、すぃませんね、催促 したみたいで。」

 |||

ノだろ
)'1l i lと

この牛がみんな してお前

|■■■‐‐ ‐

良くなおt、病気だって患りづらくなるよ。」
「へえ、そりゃまたどうして。」‐        |

「うん、牛の胃袋が四つあるのは知ってるだろう。その最初の、一番大きなやつ、エゲレ

ス語ではルーメンとか言うんだが、こいつは言ってみれば酒造 りの桶ふたいなもんでね、食

ったエサをどんどん発酵させて消化 してるんだ。」

「へえ、それじゃ牛はいつも酔っばらってるんだ。安上 りでいいね。」

「別に酒精ばっかり作ってる訳 じゃあないからね、酔っぱらいはしないと思うが。この発

酵なんだが、草なんかは割とゆっくり消化するが、麦やとうきびみたいなデンプンっ気のも

のはすぐに分解 して酸になってしまう。この酸自体は大事な栄養なんだが、いっぺんに出す
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ぎるとルーメンの中が酸性になって、発酵その、のや、牛の体事ておかしヽ ならてしまう。」
「それじゃ、ゃっば|り粗食にして草ばっか―り食わせどけばいいんですかいも」 |

「ところがそうもいかない。牛が手Lを出すってのはえらい重労働でね、よっぽどいい草を

食わせない限り、‐日に二斗も=斗 平ヽLを出|す!■は間‐に1合や|ない:|やうばり濃厚飼料の類は
食わせないと難しいだろうね。■ ■‐| 11■|■ ||‐|■■||‐‐ |■■ | _|

「ふうん、濃厚飼料が多過ぎるとまいっちまう、草ばう.かり|でも力が出‐ないも難.しt‐ヽもん

ですね。」                       |‐ || ■ ‐ ‐   |‐ |

「そこでねてもt二 日に食え―る絶対量が多く|な|れば、1草の割合が多くなち|ても栄養はFB5に

合うし、濃厚飼料が増えてもそれ以上に草を食らてくれればヾ大して困らない。」

「なるほど、それで物食いが良くなると儲かるって訳だしなんか風桶みたいな話ですね。」

「まあそればかりじゃなく細かな理屈は色々あるんだが、大筋はこんな所かな。」

Fそ―れじゃその、物食いを良く―する方法でやうを■つ、お願い.しやす:」■ |‐   ‐

「うんうん、おお花ちヽんヽ丁度いいとこうヽ|た:||"|お前さ―ん、|‐́| おヽ産つ=」■
「ああt‐|こちらがこないんだから1御隠居んと|こに奉公に来たらでえ子た:|″I贖さんだけど、

えらく涎 を垂らしてるね。お花ちゃん、おいらこの先で牛飼いやち―てる熊五郎らてんだ81

以後よろしくな:|え、1何の匂いを嗅いでるんだ―い:||おヽ おヽい、1着物の裾をし,ゃボるなぁや|め

てくれ。」                   ■ ■‐|‐|‐ |   ‐

「花ちやん、まあ落着いてお率り。実はね、|こ|の子はあ|す|こ―の角のお―寺t‐替 院さんから

行倭皐胃ヽ ヤヽ|■ら|て'ぅ|んだ"卜|●FI、前世■|■|ら|た́うたIJI■ |■‐‐| ‐‐|■ ‐ ‐
|■‐ヽ|`‐‐牛:でも今,ま人FHlで.しよう:J■|■|‐■|■■‐||■|■ ■■ |‐■ ‐|
IF‐と●́がな―果た日|=そうなんたカミ1中■|■ャか'1言う||||1毒‐ヽヽっいヽ61で
も前世では相当苦労 した場げ旬に一

産だけで廃用にヽ4た のが、あまりの心根の優 しさに免

じて仏様が転生させようと思い立|ったの|だが(|ち|■ヽ、と急た,た |んで申身まで手を1回すの力ゝ

間に合わなからたらしいよ」| ■  ― |‐ ||■ ■‐■ |‐ ‐|| ‐ ||  ‐

「そんないい加減な。第一、そんな非科学的なことでいいんですかい。|これ、営農改善資

料でしょう。」                   |  ‐  ‐ 1 1     ‐

|「まあそう言` なヽさん―な。
.こ

の作者てえ|のがえら|、いい力1減な男らしい|んでね。1座右の銘

が『大体良け|れば全て,良し』だなん―て言うんだ|がら1細かい事に文句付けてもしかたがない。」
■Fそ'‐●事あ■御1隠居がそう言?^■ ら我慢ル|ま|すがね:|いく―らなんでも|■」■ |||

「ともがぐね、中身が牛み.たいなもんだ―が|■ヤの好1詢甲■を知|る1011足し呼
‐ヤ本なるよよ

さて花ちゃんや61お前さ|んが物を食べる時にはまずどうするのかねぎ■ .||― ■|・ ‐■

■Fえ■ と、あたいが食べ物|を1見つ|け|るのはね,1.ま |ず匂ヽヽを嗅 ぐのもでね、:食べた事ある

匂いがしたらとりあえず口に入れてみて、|やな味がしなかったらベロリとし」

「食べた事のない匂いがしたらどうするんだい。」           ‐

「おなかが減ちてなきキ食べないけど●おなかが減 うてる時は特にやな匂‐いがしない限り

は話めてみて、食べれそうと思ったら食べちゃう。」         ‐  ‐  ‐ |‐

「嫌な匂いらて|どんなの6」‐ ・|■ ■ ‐・|■■■ |・ ■‐|■■ ■  |‐   ・  ‐

「う―ん、良く|わかんないけど、うんぢの匂いとか、■カビの匂いとか、1腐うた匂いとか、

そうそう、あんまし鼻にツンとくるのもだめ|ね=」| ‐  |・ ‐ ‐ |   ■
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「味′)女子|き■漁、ヽは。J    I I■|‐ |  ‐  ‐|■■||||||  |  ‐‐ |‐||||■‐

「甘いのはだ■い好き6苦 いのと辛|‐ヽのは芦手‐
り:|てヽヽや夕なが減■|てる時は大して気

にしない。」  |  |‐ ■■■|■|||■ |■ |■■|■|‐■| ■ |■‐  ,―

「IIいた.ぅ́て1色‐々|あん|だろ。ざら|,‐とした.のtl力ヽ ||`||どIHIがヽ tヽ,と|か:」 ■ |    ‐

「よくわかんない。日
‐
い苦いとか以外にあんまし考えた事ないの`J■|  |

「御隠居=そ んなも―んなんですか。」■■ ‐|■ ■ ‐ ■‐ |‐■‐_| ||  |

「まあそんなもんらしいな。」

「するうてえと牛が喜ぶ食い物でえと、l tllぐて、1苦味や辛味がな|くて、うんちとかカビと

か腐った物とか鼻にツシとくるような匂いがしないもの11‐と-6」| ‐ ■‐ |‐ ‐

「うん、まあそういう|こといしぃな:JI‐_・■■ 1‐|■|■|‐ |■| ■‐

「それ以上細かい事はわかrl.ませんか6」||■■■■■■■■■| ‐ ・| ―  |
「こないだまで牛だうたんだから、|あんま|り無理1酵うちやいけなヽ よヽ=.そんなにボキャ|プ

ラリがある駅ないだろ-6人間の1諄業でそこ|そ●1喋、るだけで大した.もん.さ-6」|
「なんすか=|そのボキヤなん―とから|てまま―あいいや■要はそうぃら.たことが出来るような

草の作り方を1考|たりゃいいすね」li‐■■■ `■‐■ ■ ‐■■■ ■ || | ‐ ■| ||
|「そういうことだよ=1花ちやん、|‐御苦労‐だち|たね`1羊かんでも'つま|んで休んでいいよ611何

かあったらまた呼がから。」                     .

ll::|ず岬R務
‐
ギ1:1譲コi富馨̀^:111:二ヽ1島|‐二il‐

君蹴‐炒 .(‐富鎌1鱚富li域獄槻‐理ミ倉11
年IN驚 複lふ-1鳳よ―lよtt‐ゃli‐■■■‐

~

1%真R・もF°「
あキIプ「「「:l.‐「η〒?甘TFlド〕ギ味

ってのはも

15経 FtilttFI孫 鑓 とな 果糖とかれ 鷲物がお輝 様の光て嘉 戌っての1

::?粧霧ι源量鷲3,53‐港鼻雰[1:11鍵咤意.そ撻蹂I鶴[鼻iば
磨ん懲藁望露等  ま 舞義識 :1‐41‐1‐■
lT驚で,II「Fl∫〕〕k鳳|]rF:ド:「「「す

り、
す
き下

耳[:‐3百弯T」と難しぐてれアルカ:メ1‐111二:;夫じ-11讐:の'晨`因らしiLヽ
」万1省 '   言  の  植 物の中で出来る  1 性   1‐   暮  で ね。ニ ーチン

とか、
|キニーネな|んてのがこの仲FB5‐なん―だ―が、1猛烈に苦い し、たいていは猛毒だ。」

「草ん中にそんな毒が入ってるん じゃ、牛に食わせてい.い|んで。」 ‐■ ‐
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「実際|こ毒に有る1得の早Fな|、̀‐ヽ 本傘苛いつ|しい|よ■ あヽヽ 1毒に当た|る1警沢中入ってる
草は牧草には使わないからね。ところで、■草に使い切れない程のちつ素を吸‐わせると、この
アルカロイドの量が増えるとぃう説があ●てね。」‐■ ■  | | ‐ |‐     |

「それじゃ、草にちっ素肥料をやっちゃいけないと。」
「お前さん、そう先をいそいじゃいけないよ。ちっ素が足|りなけりゃ草そのものが蛋自質

を作れなくなってしまう。過ぎたるは及ばざるがごとし、ということだ。JI‐
‐「杉の樽はお呼ばれのザルがことし、|と、」‐|■ ■ |||‐ ‐■||||■ ■ |   ‐
「何を言ってるんだ。何でもそこそこ頃合いってえもんがある|と言,てるんだよ。まぁ、

甘味と苦味の加減は光合成の度合とちっ素分の示ね合いが大事ではあるようだな̀ J ■

‐「光合成を多くするこた|あ出来ないんすか。J ‐‐| | ■   | |
「その草が本来持っている能力以上には出来そうにないな。お天道様の光を増やす訳にも

いかんし。ただ、りん酸や苦上が足りないと光合成が低下‐するとぃうから―、'ん酸や苦土は

きっちり施肥した方が良.さそう.だなも」 |■‐ .|| ■ :■ |■ ■■‐ ‐ |

「じゃあ,ん酸は沢山やった方がい01とヽ。」‐‐■ |■ |||‐■| ―  |,‐
「りん酸‐だうてや―り過ぎれば環境汚染の中 になる.し1第■|‐金がかかり過言る。やらば

りそこそこって量があるんだよ。あと、カリもやはり多からずヽ |‐‐少なからず.とヽ、うのが大事

らしい。」  ‐ ‐    ‐   | .|‐■■|‐■■|‐| ‐■■|  |‐|||‐||
‐「不|ブリ■や堆:じはどう.考えればい、ヽんです.がねょ1有機質の月し料分は1化学肥料と違って悪
さをしな―ヽ`うて言いますけ,ど,」 ||‐■■■■|■■■■■■■‐

||‐| ・・ |
「ど,かねぇ。量が多過ぎれば同|じ|‐ことだ―と墨うサ1曇ね―えらど|の道■事が肥料分を吸う時

にははとんど無機物に分1解された物を1啄うらしいか|らね|'●それに |ヽあんま,沢 山糞尿を突

●込oと事に匂いがつぃてしまう|■1轟 |●ん| 言ヽう■う1‐'んち|の匂、‐■よ嫌だって。」
「堆肥も切り返しすると匂いが少なくなり|ま|すやねoJI‐■|■■‐ ■ ■‐

t l

「そうね、そういう面では糞尿の発酵というのは大事だ―ろ|う|ね=|ところでお前さん、確か

二十町からの1草地を持ちているんだから、|そん|なに=ケ 所に|どん|とやることも|ないだろう

ね。」       ‐     ■ ‐■■|■‐|‐|‐|■ | |  ‐   |

「それがね、どうも遠い畑にまで運ギのが面倒で`‐|ついつい牛舎から近い放牧地にばかり

入れがちなんすよ。」   |  ■ ■ |  ‐■|‐ ■■||‐‐■‐ | | :

「困うたねぇ、只でさえ放牧地には牛が糞尿をバラ散いてるのに、それに輪をかけて糞尿

を幣い,ど'しようてえん|||それで■1準月じを入14■車地
‐
|`171り|ない事事|| “ヽ肥は分

けてるんだろうね。」  ‐ ‐  ‐    ■ ‐■■||■ ■●11:|■■|■■    ‐

Fへへ、そ―れがね(‐や●ぱ|り面倒|でt‐全部 )ヽう|し,よ̀」■|■■■■■|■■‐■  |・

「お前さんね、面倒なのは分からんでもないが、やっぱ―,糞尿は広ぐ薄く●施肥は草地に

合わせてっていうのが大原貝lだよも少しは考えた方がヽヽぃよ。」 |

■F分|かりやした、今度からはな―るた.けそ|うしや―すぎ―」|■ |  |‐ ‐ ‐■

Fあ―と1月巴料を振る1時期な|んかもよ|く考え|たらぃぃよ。」‐‐  ‐ |   ‐

「ありていにいうと、どんな風に。」 ‐| || | |‐■  |  ■ ■‐‐ ■
‐「1具1体的‐なこと―は.この改善資料を良くお読み`」.‐|■ ‐ | ‐  |‐ ■ 1

■「そ―んな事言|ぅて、|ほん|とは御隠居 |ヽよ|く1知ら―ないん|じゃ。■■■■■■‐|‐ ‐|  |
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「なに言ちてるんだt搾 ′Lに間に合うようには|し,● てる|だけだよ:1第一tさ ちき言った

ろt作 者がいい加‐減だってしそれぞれ専門で書いた人の文章を良く読んだ方が確からてもん

だ。とりあえずどんな事を考えればいいのからて話だからね:」|‐■.■
‐ ‐‐

「へいへぃ。」         ‐   |,| ■  ||| ‐■‐■ |■■■| ‐ ■ ‐

|‐「さてと、‐どこまで話したちけ:」|■| ‐1 11 ‐■■ ‐■ | ■  ‐■■    ‐  ‐

「肥料の振る時期で:」
‐ | ■  || ■ ■■■■■|■|■  ||‐ |‐ ｀  | ‐

「そうそう、最近どうも忘れっぼくてね6何 か芯|れたことは無から|たか|な=う ん、そうそ

う、1草の種類の話があら.たなど」||‐‐|  ■ ■■ |■|||| ‐ . ‐

「草の種類(で すか。」|  ||‐ ・ ‐■■|■■■■‐■ |■‐ |■ ||

「チモシーとか、オーチャードとか、クローバ■|と―かいらた種類とt伺 |じチモシ‐でも品

種によらて色々と違 |ヽがヽあるも」・ |■■||■ ■■■:■|■■   ‐ ||||

■「早生|とが晩生とかし`うやち―ですね:」|■■.■|‐■|■■■|■|■ ‐■| ■ |   ‐

「そうそう。まず、牧草を大きく分けるとイネ科とマメ科があ|るな:」|‐・ ‐ |■■   ‐

「チモシーやらオーチャァドがイネ科で、クロ■バ■や'レ■サンがマタ料ですね。1
11「うん、|それでねtまあ■般的に言うてイ|ネ科は糖分が多̀ t‐マメ科は蛋由が多い。」
■Fじゃあ牛はイネ科|を喜ぶんだ:■●||■■■1■‐|‐■ |■||||・ |

「ところがそうとも限らないんだな。イネ科は甘味も多いし、サイレージにしても臭い物
‐にはなりづらいん.た.が●セーシイが多くて.しがむ清花が遅い:|そ―あ点t'マメ1科は腹■杯になり
づらいんで、味さえ悪くなければ余計に食えぅ理層なんだ9しかも●ィネ科は刈り違れると

1協,1看竜1投ヽ「|す■1年十11■■|
「どちちちでことはないの|さ

:要 ‐する|こそ|の事の特徴を分からた上で11有利な使い方を考

えればいいってことでね。品種でも同|じごときね:」‐|■|‐|■■■ ||‐‐■ |‐ ‐ ‐ |

|「その特徴ちて|のも改善資料を良|く1読め|と|■・」 ■‐■■■■■|‐■ ■■  ・   ‐  ‐

「そう言・うこと。.飲み1込み|が良|くなってきたじゃあ
―
な■`かよそれとねo雑 草なんかも味を

落とすし、ルートマットってえと、古くなった草地に出来るっていうやつで。」

「そう.そうt‐|ま、|こう.いちた具合で草そのもの|をう|まく作るのが第■だな:こ こまでうま

くいけば、おあとはどうやって牛に食わせるかってえ話になる。」  |‐ ■ |

■「蛯草かサイ|レ■ジかっ|て事です.力■ヽ:J‐|■■■|‐■■■■■||‐|■  ■  ■ |
|・「あ●|1放牧らてのヽあるよ■■前ヽ ル|,い や●てたね:」|■■‐・'~  ‐

「へえ、二十町ばかし放牧に使ちてやす6」 ‐         ‐  ‐

「放牧ってのは生えてる草をそのま―んま食わせるんだ力|ら=車 の味がいい事‐とヽ 食い易い

格好で生えてるってのが大事だ|な=」 |  |‐ |‐■ ‐‐  ■  |■‐‐

「草の味ってのはいいとして、1食い易い格好う|てのはどんなです:」

「牛ってのは舌で草を巻き取って食うからね、巻き取|れるた1ナの長さがあ|ればt短 かt 程ヽ

食い易いし、味もいいとは言うな。ただ、倒れて寝でしまちた草は|あ|ん|ま|り'食わないそうだ。」

「それじゃ、伸びた端からどんどん食わしちまやあいい訳たざ」‐ | ‐    ‐    ‐

「うん、理屈はそうなんだが、それをやられる|と草の方がま ちヽ |てしまうんでね61再生の

具合と食わせ方の加減が結構難しいようだ|ねt llそれ|ともう|■う(放 牧地では牛が草の上に糞
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をする:固 りで落ちてる訳だからその囲りはぃっまでも食わないんで■1不食過繁草というや

つができてしまう。」 ‐  ・ |■ |‐ ■|‐■ ‐■||‐■■■ ‐‐ ‐  |   ‐
・「あtlあ|れには手え焼いてるんすよよ放牧地がダングラに|なう|ちま,て しJ  ‐    ‐

「固り蕉バラバラにしてしまネ|ギ署影響も1少な―、なぅ1訴だ―力)ら■掃吟刈‐りすぅなり|パス
チャーハローとか、タイヤハローなんかで散りざしてし=刻 ざいい|と思うんだbまあ忙しい
時期に大変だとは思うが|、||ゃればゃぅ.たなリーの効果は|あ|るようだよ6J II ‐ ‐
「え丁tl考えて|みま|す。」| ‐|||■―|■ ■■|■■■■ ■  ‐

「お1次は乾草だが、大体が根室|で乾草をどろうち|てこ|と遭体が難しいti‐.

「草時期はガスばっかりですからねぇ。どうしても真夏になっちまいます。」

「花が咲いてカチカ|チに|なうた草を|どう| 、ヽう牛に1食|りにヽ うちて|の|かね6そ ういう草は味

うんぬん以前にセンイが多過ぎてすぐ腹■杯になぅてしまうだろうが。」|・ ‐

「そ,言 ゎれても…
:も余れば売ち|て銭に|もなり・R・すoね●1購 ‐・・も楽だしJI■ |‐ ‐

I,ん=まお|どうしてもとろうち|ては..‐|ヽせ■|ぜい味|を慈く|しない.ェ夫が大事だろうね。
一つにはカビを生や.さな‐| こヽと|もう■|つはメ1‐リー倒|したな|ら|な|る.たけ速ぐ仕上げることだ
ね。」|‐|■‐ |‐ |  ‐ | | ■ ‐|||■■ |■■■‐|■ ‐ ■■■|  ■

■聴 |ぐ上げよう|とす|ると―、 どう|しても力だが生え―易:く―|な|るけ|ど■t」 ― ‐   ‐

‐「そこでだ、|あんまリー収量‐が多いとどうしても仰伏したつヽ 1下草が蒸れ―てしまう|たりする.。
だから●サイレ■ジにするみたいには量―をとろう.と'本考えない方がいいよ1胆料|‐‐特にちう素
を少なくするとか、多少遅目に施月日するとかし̀伸び蕉ⅢⅢなつ■市ドーな|■薄ぃ章坤を乾
草用に仕口けるとかねよJI‐ || .|■||‐■■|‐■`■■‐■ ■・・■|‐|■‐■|‐ ‐
「そうなると―量はあんまりなぃだろうから、うま沐はないなお。どうしよつ|かなぁ。」| ‐
「まヽ よ―ぐ考えるこ―ぅたね̀ あ|と1まサイlt/‐ッだが、|こいつは考えな|きやいけ―ないことが

沢山ある`」・ ‐ |  ‐  | ■ ■|||■ ●11■ ■ |‐■ | |■■ ‐  ―

「やり方が色々ありますもんね。タワー、平型、ロール、添加剤なんかも色々と。」 ‐

■F大1雑把にいって(浮L酸1発酵させて保存性を高める1方法と、酸を加え|て菌の繁殖を抑える

方法の二通りがあるな。どっちの場合でも大事なことは、元の草がおぃしいことと空気を入

れないこと■余計な土だとか糞だと|かを入れなヽヽことと水分調整だろう|ね|」‐   ‐

「空気ってのはどんな悪さをするんで。」              ‐

「詰め込み直後は草自体の呼吸で糖分を使ってしまうし、その後は酵母みたいな酸素が好

きな不良‐歯が暴れ場.くなる=二 茨発酵=が ●業炭花とかは、主にtれ ―ぶ原国だな。鎮圧t・密

閉、取り出しの時なんかは充分に気を―付にゃあ―ヽ■ナないさ」■‐ ‐‐  ・

「土はなんで悪いんです。」   '      ‐ _‐ ._ ‐ |

「まず|口携キリは悪,くなるなも1砂|をかむよう|なっ|て●あれだ。●もう‐|つには、酪1酸発酵の原

因になる菌は元 土々壌菌でt土 の申に=杯 いるんだ6全 く入れないぅてのは無理だろうが、

少しでも少ない方がいい.だろう.ね6」 || |■ ■■| | ■ ||     ■ ‐

「水分ってのは分りやすね。水ら気の多い草を詰めると臭いのなんのって。やっばし予乾

はきっちりやらにゃいけませんね。」

「乾かしゃいいてえもんでもないんだな、これが。確かに乾かす程、乳酸発酵に必要な糖

分含量が上がるし、廃汁も出づらくなるという.理屈なん―だがね。まず、1乾かすためには刈っ

一H5-



た後、長い●と草地に置いとかにヽ なら|ん̀する|てえと、1置いてる間に草自体がどんどん
糖分を消費してしまう。乾き過ぎればまずマメ科の葉?ばがばらばらになっ―て1落ちてしまう。
サイロに詰めてもしまりが悪ぐて空1気が抜,ォ,ら ぃ:1開封|した後は三茨発酵やら,自然発火や

らが起き易くなる。:なんにしても.そtlそこt,適当|な塩海ちてのがあるんだ。」 ‐   |

「するってえと、どの位乾かし|■|いいんで|す:」|■ ||‐■‐ ‐  ・ |‐  ‐

「いちがいには言えないな6サ イ|●の型態|とか大‐きさ(|‐車の種類にようで丁度いいあたり

ってのは変わってくるんだ。塔型のサイロだと大きい程廃汁が出易いから余計に乾かさにゃ

ならんし、踏圧や密封のしづ|ら`ヽ場合にはあん|ま|り1乾かす訳にもヽ坊ヽない̀ 切断長によって
も変わる。」    ■ ‐ |||||‐ ●I‐■||■ ■ ■■■■■ | | |‐

‐ ‐ ■ ‐

|「‐なるほど。でもtど う.しでも必要なだけ乾か―せなからたり、逆に乾き過ぎちまうことも
ありまさあね。そん―どき■あどうすりヽ いいんです:」||‐■=■■・  | ‐ ■  ‐
「水分が多過ぎる時は何か添力1利を―使う|といぅ.手はあるな=‐ギ酸とか、1糖とか、予L酸菌と

かt.色えあ|るがt'それぞれ特徴やら1使用上の注意や―らがある|んでt tlの改善資料を良く読む
なり1普及1員ど良ぐ相談するなり|した方がヽ ｀ヽ だヽろう|ね:乾き過ぎた場合かぃ:ぅ‐ん、こ

れがちょいと難しいんだが。とにかく踏圧と密封をきっちりやること、ユリ出しの場合もな
るべく空気に当てない工夫も必要だ|ね:|それ|とt,乾いた物の上から|フ|夕をする|つも:りで生草

を詰めてゃるキい|り、効■1甲ゃ`́‐う0.| :`:ウヽ■ベスタなんかを使う|とき1ま、1刃がきちん

=1』::翼馳1111'II:|‐1,11111,itl11111:?甲?て'
「何か、考えなきゃいけないことがいっぱい|あるような、考えて見リー■あたり|まえのこと

ばらかリーなよ|うな-6」‐■   ||■ ■■■
・■||■|‐|■ ■‐| ||‐■|‐‐||‐■1 1

1「そういうもんな―んだ|な:|ひとつ|ひとうとぅて見る.とどうちてことないようなことでも、

ちゃんとそれなりに科学的な理由がある。要は理屈を理解した上で、それぞれの手順をいか

にきっちりとやるかってこ|とだ:」| ■ ■ |  ■ | ■ ‐||‐|■  ■ |

|『ケ■ん11何となくゎから|たよう|な気|がしてきたな疵 1家に帰|■てかかあと.2人でこの改

善資料をよく読んで考えて見やす。」||‐ |■ |■ ||■ ‐| | ‐‐ |||

「それがいい。今年は良ヽ`草を|と|●ておくれ、■お■い花ちお―ん、1熊さんがお帰りだ、お見

送りしてあげなさい。」            ‐  ||‐ |'|‐ ■|.:   .

||「は,■|、」 | ■ ‐‐|‐‐|| ||   ‐ | | | |  ■ |■111111■ ■ |||‐■|■ | ■ |

■花ちヽんに見送‐られて帰り際の熊さん=|う送|う―きした様子でたち■んに話しかけます8 ‐

「うん、ためになった。今年はいい草がとれそうだ=|う|ち|の牛も喜ぶだろう.な。」 | ■

「そ=ね 、あたいの娘たちも喜ぶわ。」          |‐ ■ |‐ ‐■| |  |

|‐「あたヽヽの娘らて■そういや三年前t初 産でtlじけさ|せて廃用に1出した牛の名前が花子…

ぁわわわ:お1助けt成仏して下さしヽ、|ナシ々 シダブ、ナシマシダブlli■  ■ ‐|

「や一ね熊さん、べつに恨んで化けて出た訳じゃないんだから、|あたいの娘たちだ|)て幸
せそうだしtな んもしやしないわよ。||お

―ヽヽ
しヽ 草ヽをいらばい.とってあげてね`」 |

「ヘーぃ。」                   ‐ ■ || ‐‐ ‐  |

これにて草談義●一編の終 り、お粗末様でした。   ‐ |  ‐ ・ ■‐■
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